
    10101010     日ロ貝殻島昆布採取協定                      

 

（1）協定の経過 
 

戦前、根室市の一部（旧歯舞村）の歯舞諸島では、多くの漁民が昆布採取で生計を立ててい

たところであります。なかでも貝殻島は昆布の好漁場でありました。 

   しかし、終戦後の昭和 20 年 11 月、納沙布岬と貝殻島間の珸瑶瑁水道（幅 3.7ｋｍ）に｢マッカ

ーサーライン｣が引かれ、貝殻島周辺水域は事実上旧ソ連が支配することとなります。 

当時は、納沙布岬を中心とする沿岸零細漁民のほとんどが昆布採取を生業としており、だ補

の危険を冒して貝殻島に出漁しなければ、日々の生活を送ることはできないほどです。このため

漁民は無理な操業を重ね、だ捕される漁船が相次ぐ状態が続いています。 

この結果、貝殻島周辺での安全操業を求める声は年とともに広がり、当時の大日本水産会会

長であった高碕達之助氏の尽力により、昭和 38 年 6 月 10 日、大日本水産会と旧ソ連国民経済

会議付属漁業国家委員会との間に、異例の民間協定が締結されたのです。 

その後、この協定は 14 年間継続されましたが、昭和 52 年の 200 海里元年に交渉は中断し、

この 4 年後、当時の北海道水産会会長であった川端元治氏や道水産会理事の金沢幸雄氏等

の努力により、再び民間協定が北海道水産会と旧ソ連邦漁業省との間に締結されています。 

また、昭和 62 年の交渉により、同水域において駆除のためウニ漁業が開始されていますが、

初期の目的を達成したため平成 4 年度に終了しています。 

近年では、交渉の長期化に伴う出漁の遅れなどによる生産量の減少やロシア側に支払う採取

料の負担等で漁業者は厳しい経営を強いられており、操業隻数も年々減少し、平成 21 年に至

ってはピーク時の約 3５％減の 245 隻となり、極めて深刻な状況となっています。 

現在、根室市はこうした状況を踏まえて、本漁業が日ロ双方の友好親善に寄与してきたこと、

また今後も永続的な漁業として操業継続できるよう、採取料の縮減と交渉の早期合意をロシア側

に強く求めています。 

 

（2）日ロ貝殻島昆布採取協定操業水域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（3）貝殻島昆布（ウニ）漁の推移 

 
 

 

※昭和 52 年から同 55 年までは交渉中断のもの 

 

 

 


